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１
．
高
岡
市
の
人
口
減
少
推
移

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
）
を
活
用
し
、
本
稿
を
考
え

る
上
で
の
高
岡
市
の
人
口
減
少
の
特
徴
を
整
理
す
る
と
、

① 

高
岡
市
の
人
口
（
図
１
）
は
１
９
８
５
年
（
昭
和
60
年
）
以
降
減
少

を
続
け
、
出
生
数
（
図
２
）
は
減
少
傾
向
、
死
亡
者
数
（
図
２
）
は

増
加
傾
向
に
あ
る
ゆ
え
自
然
増
減
数
は
減
少
傾
向
と
な
り
、
さ

ら
に
転
入
・
転
出
状
況
（
図
２
）
は
転
入
超
過
に
転
じ
た
も
の
の

ほ
ぼ
同
数
で
あ
り
、 

人
口
推
移
ト
レ
ン
ド
か
ら
安
易
に
人
口
増

加
は
望
め
な
い

② 

合
計
特
殊
出
生
率
（
図
３
）
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
が
、
人
口
維
持

に
必
要
な
合
計
特
殊
出
生
率
２
・
07
人
を
下
回
り
、
自
然
増
減

数
は
今
後
も
減
少
と
推
察
さ
れ
る
と
と
も
に
、
年
齢
階
級
別
純

移
動
数
（
図
４
）
に
お
い
て
25
〜
29
歳
代
（
図
中
は
20
〜
24
歳
↓
25
〜
29

歳
と
表
記
／
図
４Point1-1

） 

が
転
入
傾
向
を
示
す
も
の
の
、
20
〜
24

歳
代
（
図
中
は
15
〜
19
歳
↓
20
〜
24
歳
／
図
４Point1-2

）
に
お
け
る
市
外

流
出
数
が
大
き
く
上
回
り
、
さ
ら
に
30
〜
34
歳
代（
図
中
は
25
〜
29

歳
↓
30
〜
34
歳
／
図
４Point2

）
に
お
い
て
近
年
の
転
出
傾
向
が
顕
在

化
し
て
お
り
、
人
口
減
少
の
歯
止
め
に
重
要
な
子
育
て
世
代
の

減
少
が
続
く
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

の
２
点
で
あ
り
、
一
般
的
に
よ
く
指
摘
さ
れ
自
明
の
こ
と
で
は
あ

る
が
、
懸
念
す
べ
き
は
転
出
超
過
で
あ
り
、
子
育
て
世
代
の
減
少
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図1：高岡市 人口増減

【出典】　総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」
【注記】　2015 年までは「国勢調査」のデータに基づく実績値、2020 年以降は「国立社会保障・人口問題研究所」のデータ（平成 25 年 3月公表）に基づく推計値。

人口増減率＝（Ａ－Ｂ）÷Ｂ
Ａ：表示年を指定するで指定した年の人口
Ｂ：Ａの 5年前の人口

【その他の留意点】＋
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人
口
減
少
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス  

新
た
な
地
域
づ
く
り
に
よ
る
移
住
・
定
住

―〝
日
本
一
小
さ
い
村
〞
舟
橋
村
を
実
験
場
に
〝
子
育
て
共
助
〞 

〝
C
S
V
〞
で
地
方
創
生
に
コ
ミ
ッ
ト
！
―
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我
が
国
の
人
口
は
、
厚
生
労
働
省
人
口
動
態
統
計 （
＊
１
）
に
よ

る
と
、
２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）
に
出
生
数
が
死
亡
数
を
下
回
り
、

出
生
数
と
死
亡
数
の
差
で
あ
る
自
然
増
加
数
は
減
少
に
転
じ
、
そ

の
後
も
減
少
し
続
け
て
い
る
。
人
口
減
少
克
服
に
向
け
て
、
子
育

て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
充
実
の
み
な
ら
ず
、「
新
た
な
地
域
づ

く
り
」
の
展
開
に
よ
り
、
出
生
率
向
上
、
子
育
て
層
の
移
住
に
結

び
つ
け
る
自
治
体
も
現
れ
て
い
る
。
地
域
づ
く
り
の
考
え
方
が
大

き
く
変
化
す
る
な
か
、
本
稿
で
は
人
口
減
少
時
代
に
求
め
ら
れ
る

新
た
な
地
域
づ
く
り
と
は
い
か
な
る
も
の
か
に
つ
い
て
、
既
往
報

告 （
＊
２
）、
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
申
請
書
、
舟
橋
村
地
方
創
生

関
連
会
議
で
の
説
明
内
容 （
＊
３
）、
高
岡
市
と
展
開
す
る「
と
や
ま

呉
西
圏
域
共
創
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
」の
講
義
内
容 （
＊
４
）
な
ど
、
既

公
表
資
料
を
再
構
成
し
、
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。
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を
い
か
に
食
い
止
め
る
か
が
人
口
減
少
克
服
へ
の
鍵
で
あ
る
。

２
．
新
た
な
地
域
づ
く
り
に
よ
る
人
口
減
少
の
歯
止
め

（
１
）
自
治
体
に
よ
る
子
育
て
共
助
の
取
り
組
み

人
口
減
少
の
歯
止
め
に
向
け
、「
高
岡
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略 （
＊
５
）」で
は
、
目
標
人
口
を
２
０
６
０
年
に
１

２
５
，０
０
０
人
に
掲
げ
、
合
計
特
殊
出
生
率
は
現
在
の
１
・
４

人
程
度
を
、
２
０
３
０
年
に
１
・
９
人
、
２
０
４
０
年
に
２
・
07

人
ま
で
引
き
上
げ
、
転
出
数
を
段
階
的
に
縮
小
し
、
２
０
２
０
年

に
は
転
入
・
転
出
を
均
衡
さ
せ
、
そ
の
後
、
政
策
努
力
に
よ
り
転

入
増
を
目
指
す
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
目
標
実
現
へ
の
４
つ
の
基
本

目
標
・
数
値
目
標
・
基
本
的
方
向
と
８
つ
の
キ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
設
定
さ
れ
、
子
育
て
層
に
対
し
て
は
、「
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
ら
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る
」
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
確
か

に
、
千
葉
県
流
山
市 （
＊
６
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
子
育
て
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
よ
り
、
人
口
減
少
を
克
服
す
る
自
治
体
が

出
現
し
は
じ
め
て
お
り
、
政
策
努
力
の
継
続
に
よ
り
目
標
達
成
が

望
ま
れ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
お
い
て
、
新
た
な
地
域
づ
く
り
を
見
据
え
た
動
き
が
、
各
地

で
展
開
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
出
生
率
の
高
い
自
治
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図4：高岡市 年齢階級別純移動数の時系列分析

【出典】　総務省「国勢調査」、厚生労働省「都道府県別生命表」に基づきまち・ひと・しごと創生本部作成

リーサスから転用した図表に一部，筆者が加筆
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図2：高岡市 出生数・死亡数／転入数・転出数数
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図3：高岡市 合計特殊出生率と人口推移

【出典】　総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」、総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数に関する調査」
【注記】　2015 年までは「国勢調査」のデータに基づく実績値、2020 年以降は「国立社会保障・人口問題研究所」のデータ（平成 25 年 3月公表）に基づく推計値。
　　　　人口増減率＝（Ａ－Ｂ）÷Ｂ
　　　　Ａ：表示年を指定するで指定した年の人口
　　　　Ｂ：Ａの 5年前の人口
　　　　2012 年までは年度データ、2013 年以降は年次データ。
【その他の留意点】＋

【出典】　総務省「国勢調査」、厚生労働省「人口動態調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」
【注記】　2015 年までは「国勢調査」のデータに基づく実績値、2020 年以降は「国立社会保障・人口問題研究所」のデータ（平成 25 年 3月公表）に基づく推計値。
【その他の留意点】＋
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３
．
舟
橋
村
に
よ
る
子
育
て
共
助
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦

 

―
地
方
の
壁
を
克
服
す
る
た
め
の
実
証
実
験
―

（
１
）
立
ち
は
だ
か
る
〝
地
方
の
壁
〞

首
都
圏
企
業
に
よ
る
新
た
な
地
域
づ
く
り
、
Ｃ
Ｓ
Ｖ
に
よ
る
子

育
て
共
助
の
実
現
に
よ
る
人
口
減
少
克
服
の
可
能
性
を
見
出
し
、

富
山
大
学
と
富
山
県
舟
橋
村
は
、
県
内
企
業
に
呼
び
か
け
、
２
０

１
４
年
度
（
平
成
26
年
度
）
か
ら
産
学
官
金
言
に
よ
る
勉
強
会
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。

し
か
し
、
実
施
手
法
、
県
内
ニ
ー
ズ
の
顕
在
化
、
投
資
リ
ス
ク

の
軽
減
な
ど
富
山
県
内
で
の
実
現
性
へ
の
課
題
が
顕
在
化
す
る
と

と
も
に
、
首
都
圏
企
業
で
は
調
査
研
究
サ
ー
ビ
ス
力
を
伴
う
商
品

企
画
力
を
発
揮
で
き
る
本
社
機
能
は
具
備
で
き
る
が
、
地
方
で
は

企
業
単
独
で
こ
の
機
能
を
組
織
化
で
き
ず
、
首
都
圏
企
業
と
富
山

県
内
企
業
の
格
差
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
首
都
圏
の
よ
う
な
民
間
企
業
単
独
に
よ
る
展
開
は
困

難
で
あ
り
、
地
方
の
特
性
を
踏
ま
え
、
推
進
に
向
け
た
基
盤
と
な

る
産
学
官
金
連
携
に
よ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
に
「
舟
橋
村
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
総
合
推
進
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
本
会
議
の
運
営
を
地
方
創
生

総
合
戦
略
に
組
み
込
ん
だ
。
当
該
会
議
は
、富
山
大
学
、民
間
研
究

機
関
、
県
内
民
間
企
業（
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
、
土
木
・
造
園
業
、
保
育
サ
ー
ビ
ス

業
、
情
報
通
信
事
業
者
、
金
融
機
関
等
）
で
構
成
し
、
民
間
企
業
が
「
子
育

て
共
助
」
を
土
台
と
す
る
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
産
み
だ
し
、
い
ず

れ
そ
れ
ら
を
商
品
化
／
第
２
創
業
化
し
て
い
く
こ
と
で
企
業
の
生

き
残
り
を
図
り
、
雇
用
を
維
持
す
る
と
と
も
に
企
業
の
付
加
価
値

ア
ッ
プ
に
よ
る
新
た
な
雇
用
創
出
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
。
特

に
投
資
リ
ス
ク
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、金
融
機
関
に
対
し
、新
た
な

国
土
形
成
計
画
や
金
融
庁
監
督
指
針
に
示
す
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
貢
献
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
の
発
揮
と
と
も
に
、
資

金
供
給
者
と
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
に
資
す
る
金
融

商
品
の
商
品
化
を
目
指
す
取
り
組
み
を
働
き
か
け
て
い
る
。

（
２
）
舟
橋
村
の
人
口
増
加
は
い
つ
ま
で
続
く
の
か
？

舟
橋
村
は
、
富
山
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
面
積
は
３
・

47
㎢
と
全
国
で
も
最
も
小
さ
い
自
治
体
で
あ
る
。
村
内
中
央
に
は

富
山
地
方
鉄
道
が
走
り
、
富
山
市
中
心
部
へ
約
15
分
で
ア
ク
セ
ス

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
恵
ま
れ
た
地
理
的
条
件
か
ら
、
近
年

ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
・
世
帯
数
と
も
大
幅
に
増
加
し
た
。

し
か
し
、
過
去
、
舟
橋
村
も
人
口
減
少
に
悩
ん
で
い
た
。
特
に
、

年
間
出
生
者
数
、
小
学
校
入
学
者
数
が
一
桁
に
転
じ
た
こ
と
が
村

存
亡
の
危
機
感
を
高
め
た
。
こ
の
打
開
策
と
し
て
、
１
９
８
９
年

（
平
成
元
年
）
に
宅
地
造
成
を
企
図
し
た
。
宅
地
造
成
開
始
当
時
の
舟

32

体
で
あ
る
長
野
県
下
條
村 （
＊
７
）
で
は
、
地
域
活
動
へ
の
参
加
の

義
務
づ
け
や
地
域
住
民
相
互
の
子
育
て
支
援
を
行
う
共
助
機
能
を

形
成
す
る
こ
と
で
出
生
率
の
向
上
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、医
療
費
無
料
化
、保
育
料
の
無
料
化
、施
設
運
営
の

延
長
な
ど
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は
重
要
で
あ
る
が
、
子

育
て
世
代
の
転
入
促
進
・
出
生
率
の
向
上
に
は
、
地
域
間
競
合
を

生
み
出
す
よ
う
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
み
な
ら
ず
、

「
地
域
ぐ
る
み
（
住
民
協
力
）
で
子
育
て
支
援
を
行
う
共
助
体
制
の
強

化
」
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
２
）
Ｃ
Ｓ
Ｖ
に
よ
る
子
育
て
共
助
の
取
り
組
み

さ
ら
に
首
都
圏
で
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
行
政
主
導
で
は

な
く
、
民
間
企
業
が
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
支
援
を
行
う
地
域
共

助
の
醸
成
を
商
品
化
し
て
い
る
事
例
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
Ａ

県
が
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
形
式
で
優
先
交
渉
権
を
与
え
た
Ａ
社
で
は
、

子
育
て
世
代
対
象
の
造
成
地
に
子
供
見
守
り
へ
の
共
助
機
能
の
構

築
を
目
指
し
て
い
る
。
一
方
、
Ｂ
社
で
は
、
賃
貸
住
宅
の
商
品
開

発
と
し
て
、
子
育
て
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
を
目
指
し
、
子
育

て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
連
携
を
図
り
、
子
育
て
層
の
不
満
・
不
安
情
報
の

収
集
・
対
応
、
入
居
者
サ
ポ
ー
ト
を
実
現
し
、
安
心
し
て
子
育
て

を
楽
し
め
る
住
ま
い
づ
く
り
へ
の
商
品
価
値
を
見
出
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
地
域
の
共
助
づ
く
り
に
民
間
企
業
が
参
入
す
る
事
例

が
顕
在
化
し
て
い
る
。

（
３
）
Ｃ
Ｓ
Ｖ
に
よ
る
新
た
な
地
域
づ
く
り

新
し
い
地
域
づ
く
り
の
概
念
は
、
国
土
形
成
計
画
２
０
０
８
年（
平

成
20
年
）
に
て
新
た
な
公
の
提
唱
を
契
機
に
、
地
方
創
生
２
０
１
４
年

（
平
成
26
年
）
や
第
２
次
国
土
形
成
計
画
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
に
て

示
さ
れ
た
、
産
学
官
金
連
携
に
よ
る
起
業
増
加
町
の
形
成
、
小
さ

な
拠
点
形
成
に
よ
る
共
助
社
会
づ
く
り
と
し
て
引
き
継
が
れ
、
な

か
で
も
、
企
業
収
益
と
地
域
の
課
題
解
決
を
同
時
に
実
現
す
る
Ｃ

Ｓ
Ｖ
（Creating Shared Value

：
共
通
価
値
の
創
造
）
は
、
新
た
な
地
域
づ

く
り
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
着
目
さ
れ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
首

都
圏
企
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
支
え
合
い
機
能
の
形
成
が

子
育
て
に
最
も
重
要
な
機
能
で
あ
る
と
判
断
し
、
住
宅
や
都
市
公

園
等
の
公
共
財
を
活
用
し
た
子
育
て
支
援
環
境
の
向
上
と
、
事
業

主
体
の
利
益
確
保
が
図
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
、
つ
ま
り

民
間
参
入
に
よ
り
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
支
援
を
行
う
共
助
体
制

を
強
化
す
る
と
い
っ
た
、
民
間
企
業
に
よ
る
商
品
企
画
化
が
現
実

の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
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図7：舟橋村の将来人口予測

図6：舟橋村の人口増の影響

34

3.47k

図5：舟橋村の宅地造成時の強み
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ム
を
発
足
さ
せ
、
先
駆
事
例
の
研
究
と
と
も
に
、
国
が
推
計
す
る

舟
橋
村
の
人
口
増
加
予
測
へ
の
疑
問
解
消
を
目
指
し
、
共
同
研
究

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
国
の
人
口
予
測
は
、
舟
橋
村
で
出
生
し
た

子
供
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
世
帯
の
転
入
に
よ
り
増
え
た
子
供
数

も
算
入
し
て
い
た
た
め
、
実
際
の
数
値
よ
り
も
高
い
こ
と
が
判
明

し
、
舟
橋
村
は
将
来
人
口
（
図
７
）
が
減
少
す
る
と
独
自
推
計
し
た
。

舟
橋
村
は
、
子
育
て
世
代
は
流
入
増
加
し
た
が
、
出
生
率
は
上

が
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
共
助
づ
く
り
に
取
り
組
む
事
例
で
は

出
生
率
が
上
が
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、こ
れ
か
ら
の
舟
橋
村
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
つ
な
が
り
と
い
っ
た
地
域
の
共
助
づ
く
り
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
安
心
し
て
子
育
て
が
出
来
る
環
境
づ
く
り
が

大
切
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
と
と
も
に
、「
２
（
２
）」
の
事
例
研

究
の
結
果
、
民
間
企
業
が
ま
ち
づ
く
り
そ
の
も
の
に
関
与
し
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
直
接
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

そ
こ
で
、
産
官
学
金
労
言
協
働
で
、
民
間
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
子
育
て
世
代
の
転
入
と
出
生
率
向
上
を
実
現
す
る
こ
と
が
舟

橋
村
の
地
方
創
生
で
あ
る
と
結
論
（
図
８
）
づ
け
た
。

（
４
）
舟
橋
村
の
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

舟
橋
村
の
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
「
先
導
的
整
備
地

区
」
と
「
開
発
誘
導
地
区
」
を
設
定
し
、
モ
デ
ル
エ
リ
ア
（
図
９
）

図9：舟橋村が目指す地方創生のイメージ

36

橋
村
の
強
み
は
、
１
㎞
圏
内
に
役
場
、
小
学
校
、
保
育
所
、
駅
等

が
集
約
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
を
保
持
す
る
と
と
も
に
、
富
山
市
に
隣

接
し
、
国
道
、
駅
、
高
速
道
路
へ
の
良
好
な
ア
ク
セ
ス
、
近
隣
地

域
に
比
べ
地
価
の
安
さ
な
ど
の
好
条
件
（
図
５
）
を
生
か
し
、
ベ
ッ

ト
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
、世
帯
数
が
倍
増
し
た
。
人
口
増
に
よ
り
、

税
収
増
、
子
育
て
世
代
・
児
童
数
増
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
村
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
効
果
が
顕
在
化
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
一
方
で
、
マ
イ
ナ
ス
効
果
（
図
６
）
も
生
じ
て
い
た
。
例

え
ば
、
以
前
か
ら
の
居
住
者
と
、
転
入
し
て
き
た
新
住
民
と
の
間

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
が
で
き
ず
、
人
付
き
合
い
や
地
域
活
動
の

希
薄
化
な
ど
、
共
助
機
能
が
低
下
し
て
い
っ
た
。
結
果
と
し
て
、

子
育
て
世
代
で
あ
る
30
〜
40
代
と
そ
の
子
供
で
あ
る
10
代
は
多
い

が
、
高
齢
者
が
少
な
い
と
い
う
歪
い
び
つ
な
年
齢
構
成
と
な
っ
た
。
さ
ら

に
、
舟
橋
村
は
人
口
増
加
に
よ
り
、
地
価
下
落
は
緩
や
か
で
あ
っ

た
が
、
近
隣
地
域
の
地
価
下
落
は
大
き
く
、
舟
橋
村
の
地
価
は
割

高
感
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
結
果
と
し
て
、
民
間
に
よ
る
宅

地
供
給
が
減
退
し
始
め
て
い
た
。

（
３
）
人
口
減
少
克
服
へ
の
新
た
な
挑
戦

２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）、
舟
橋
村
は
富
山
大
学
と
「
地
域
づ
く

り
に
お
け
る
協
定
書
」を
締
結
し
、人
口
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

図8：舟橋村の現状と地方創生の目標

XMFRemote_(81018)211829_「都萬麻Ⅱ」vol.1 本文-pj342(83343) 

 

(X4_右見開き) 

 

19 

 

折 

 

2018/03/27 14:04:29

 

37 36



人口減少はビジネスチャンス 新たな地域づくりによる移住・定住  ―“日本一小さい村”舟橋村を実験場に“子育て共助”“CSV”で地方創生にコミット！― 39

ン
ト
を
さ
ら
に
借
り
る
と
、

〝
舟
橋
村
の
子
育
て
共
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
に
取
り
組
む
賃
貸
住
宅
業
、
造
園
業
な
ど
の
建
設

業
者
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進
め
ば
、
着
工
住
宅

数
や
必
要
と
な
る
緑
地
面
積
は
必
ず
減
少
す
る
。
言
い
換
え

れ
ば
、
仕
事
は
必
ず
減
っ
て
い
く
。
舟
橋
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
取
り
組
み
は
ま
だ
実
践
中
だ
が
、
こ
れ
が
「
実
績
」「
成

果
」
と
し
て
目
に
見
え
る
も
の
に
な
れ
ば
、
賃
貸
住
宅
業
や

造
園
業
を
は
じ
め
、「
人
口
減
少
を
歯
止
め
す
る
こ
と
が
で
き

る
○
○
業
者
な
ら
、
力
を
貸
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
考
え
る

行
政
、自
治
会
等
が
必
ず
出
て
く
る
は
ず
だ
。
な
ぜ
な
ら
、同

じ
よ
う
な
地
域
課
題
を
抱
え
た
と
こ
ろ
は
決
し
て
少
な
く
な

い
。
そ
の
よ
う
な
必
要
と
さ
れ
る
賃
貸
住
宅
業
、
造
園
業
を

目
指
し
て
活
動
の
幅
を
広
げ
て
も
ら
う
こ
と
を
夢
見
て
、
造

園
施
工
の
若
手
企
業
と
役
場
職
員
は
日
々
研
鑽
し
て
い
る
。〞

と
説
明
し
て
い
た
。
人
口
減
少
対
策
・
地
方
創
生
に
は
、「
子
育

て
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
い
う
共
通
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
存
在
す

る
。
こ
の
有
効
性
に
い
ち
早
く
気
づ
き
活
動
し
て
い
る
首
都
圏
企

業
の
動
き
に
遅
れ
ず
に
、
地
方
で
も
積
極
的
に
、
人
口
減
少
を
歯

止
め
す
る
こ
と
が
で
き
る
○
○
業
者
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く

べ
き
だ
と
考
え
る
の
だ
が
、
地
方
の
壁
が
存
在
し
て
い
る
の
も
事

実
で
あ
る
。
し
か
し
、
舟
橋
村
の
挑
戦
で
は
、「
子
育
て
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
つ
と
判
断
す
る
ロ
ー
カ
ル

企
業
が
出
現
し
は
じ
め
て
お
り
、
大
手
企
業
だ
け
が
こ
の
有
効
性

に
気
づ
き
取
り
組
み
始
め
て
い
る
時
代
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ

る
。
舟
橋
村
の
取
り
組
み
は
、
２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）
に
は
地
元

の
金
融
機
関
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
、
造
園
業
な
ど
の
10
数
名
の
取

り
組
み
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）
の
現
在
で

は
、
首
都
圏
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
会
計
事
務
所
、
ハ
イ
テ
ク
企
業
な

ど
が
参
加
し
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
い
っ
た
新
た
な
公
民
連
携
手

法
を
模
索
し
、
60
名
を
超
え
る
参
加
者
に
よ
り
事
業
展
開
が
な
さ

れ
て
い
る
。
本
稿
で
紹
介
し
た
内
容
は
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う

に
、
高
岡
市
が
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
呉
西
地
区
へ
と
活

動
を
広
げ
た
「
と
や
ま
呉
西
圏
域
共
創
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
」
の
講

義
内
容
の
１
部
で
あ
る
。
当
該
研
究
所
か
ら
は
高
齢
化
を
見
据
え

た
事
業
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
Ｃ
Ｓ
Ｖ
が
稼
働
し
始
め
て
お
り
、

今
後
、
新
た
な
領
域
と
し
て
子
育
て
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が

生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
本
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
す
る
。

38

と
し
て
「
先
導
的
整
備
地
区
」
に
は
①
子
育
て
支
援
賃
貸
住
宅
、

②
京
坪
川
河
川
公
園
（
拡
張
）、
③
認
定
こ
ど
も
園
と
と
も
に
、
そ

れ
ら
区
画
を
結
び
つ
け
る
４
つ
の
通
り
（
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
通
り
、
子
育
て

コ
モ
ン
通
り
、
公
園
通
り
、
保
育
園
通
り
）
と
１
つ
の
広
場
（
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ク

ル
広
場
）
の
整
備
を
進
め
つ
つ
、
さ
ら
に
「
開
発
誘
導
地
区
」
は
子

育
て
支
援
賃
貸
住
宅
か
ら
の
住
み
替
え
を
企
図
す
る
た
め
の
ゾ
ー

ニ
ン
グ
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
子
育
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
賃
貸
住
宅
は
、
入
居
者

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
つ
な
が
り
を
形
成
し
、
安
心
感
を
体
感

し
て
も
ら
い
、
舟
橋
村
に
住
み
続
け
て
も
ら
え
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
子
育
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
つ
な
が
る
子
育
て
共
助
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

開
発
・
社
会
実
験
を
行
う
一
方
、
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
分
析
を
活
用
し

多
分
野
で
の
新
た
な
Ｃ
Ｓ
Ｖ
創
出
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
、造
園
業
者
が
公
園

で
の
イ
ベ
ン
ト
や
公
園
運
営
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
と
い
う
〝
新

し
い
仕
事
づ
く
り
〞
に
挑
戦
し
、
あ
ま
り
活
用
さ
れ
て
い
な
い
公

園
を
、
た
く
さ
ん
の
人
が
使
い
こ
な
し
遊
び
込
ん
で
も
ら
え
る
、

住
民
に
必
要
と
さ
れ
る
公
園
へ
と
姿
を
変
え
、公
園
に
人
が
集
い
、

そ
の
人
た
ち
が
繋
が
り
合
い
、
輪
が
生
ま
れ
る
と
い
っ
た
、
公
園

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸
成
の
核
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

４
．
お
わ
り
に

舟
橋
村
地
方
創
生
関
連
会
議 （
＊
４
）
に
て
舟
橋
村
職
員
が
次
の

よ
う
な
興
味
深
い
説
明
を
し
て
い
た
。

〝
舟
橋
村
の
子
育
て
共
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
の
子
育
て

賃
貸
住
宅
が
あ
る
か
ら
こ
こ
に
住
み
た
い
、
①
こ
の
保
育
園

が
あ
る
か
ら
こ
こ
に
住
み
た
い
、
②
こ
の
公
園
が
あ
る
か
ら

こ
こ
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
な
け
れ
ば
「
失
敗
」
だ

と
、
役
場
職
員
は
言
わ
れ
続
け
て
き
た
。
確
か
に
、
理
想
で

は
あ
る
け
れ
ど
、「
こ
の
公
園
が
あ
る
か
ら
こ
こ
に
住
み
た

い
」
と
い
う
こ
と
が
本
当
に
生
じ
る
の
か
〞
と
役
場
職
員
は

半
信
半
疑
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。〝
し
か
し
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
遊
び
に
来
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
舟
橋
村
に
住
む

こ
と
を
検
討
し
、
マ
マ
友
を
対
象
に
リ
サ
ー
チ
し
て
い
る
マ

マ
は
一
人
や
二
人
で
は
な
い
よ
う
だ
。
つ
ま
り
、「
こ
の
支
援

セ
ン
タ
ー
が
あ
る
か
ら
こ
こ
に
住
み
た
い
」
を
実
現
し
か
け

て
お
り
、「
こ
の
賃
貸
住
宅
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
公
園
が
あ
る

か
ら
こ
こ
に
住
み
た
い
」
も
、
決
し
て
机
上
の
空
論
で
は
な

い
の
だ
〞

と
役
場
職
員
が
実
感
し
は
じ
め
て
い
る
。
こ
の
役
場
職
員
の
コ
メ
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40

【
註
釈
】

＊
１ 

人
口
動
態
統
計
：
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
<http://w

w
w
8.cao.go.jp/survey/h18/h18-sizen/index.htm

l>

、 

２
０
１
７
年
９
月
４
日
更
新
、 

２
０
１
７
年
12
月
25
日
参
照

＊
２ 
一
般
社
団
法
人 

公
園
緑
地
協
会 

機
関
誌
「
公
園
緑
地
」
77 

巻
５ 

号
「
ま
ち
・

み
ど
り
の
話
題
２
」
58‒

59
頁
（
平
成
29
年
３
月
発
行
）

＊
３ 

２
０
１
７
年
10
月
31
日
（
舟
橋
会
館
２
階
研
修
室
）
に
て
開
催
さ
れ
た
、
舟
橋

村
子
育
て
支
援
賃
貸
住
宅
等
整
備
事
業
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
募
集
要
項
等
現
地
説

明
会
「
造
園
業
者
に
よ
る
活
動
報
告
」：
舟
橋
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
と
当
日

の
説
明
資
料

 
http://funahashi-sosei.com

/29_project/project.htm
l

 

２
０
１
７
年
12
月
20
日
更
新
、 

２
０
１
７
年
12
月
25
日
参
照

＊
４ 

と
や
ま
呉
西
圏
域
共
創
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
：
富
山
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
http://service.ls-a.net/~dem

o/nsft/2017takaoka/index.htm
l

 

２
０
１
７
年
10
月
26
日
更
新
、
２
０
１
７
年
12
月
25
日
参
照

＊
５ 

「
未
来
高
岡
」
総
合
戦
略
の
策
定
に
つ
い
て
：
高
岡
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
https://w

w
w
.city.takaoka.toyam

a.jp/keiei/shise/sesakukeikaku/

sougousennryakusakutei.htm
l

 

２
０
１
７
年 

１
月
４
日
更
新
、 

２
０
１
７
年
１
月
11
日
参
照

＊
６ 

人
口
増
加
の
秘
密
〜
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
〜
（
流
山
市
）：
千
葉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
https://w

w
w
.pref.chiba.lg.jp/shichou/gyousei/gyouseikaikaku/

nagareyam
a2.htm

l

 

２
０
１
７
年
９
年
29
日
更
新
、
２
０
１
７
年
12
月
25
日
参
照

＊
７ 

出
生
率
を
伸
ば
し
た
小
さ
な
村
の
大
き
な
挑
戦
／
全
国
町
村
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
http://w

w
w
.zck.or.jp/forum

/forum
/2575/2575.htm

 

２
０
０
６
年
10
月
２
日
掲
載
、
２
０
１
７
年
12
月
25
日
参
照
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